
友だちとうまくコミュニケー

ションが取れない時は、職員が

代弁して気持ちを聞き出し、

言葉を表現できるように工

夫・支援をしていきます。

1．早寝・早起き・朝の散歩の生活実践
2．這う運動によりからだの全体発達を促す。
3．真のノーマライゼーションの追求
4．なによりも日中を楽しく充実して過ごす。

1日の生活リズムを大切にし、
「眠ること」「食べること」「遊びきること」が
できるようにしていきます。
子どもたちの誰もが生き生きと生活でき、
全体発達を保証できる場を提供します。

ぽぽろ・まーら
～放課後等デイサービス～

健康・生活 運動・感覚

認知・行動 言語
コミュニケーション

人間関
係・社

会性

理 念

支援方針

※こちらは＜支援プログラム＞を一部抜粋したものになります。
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